
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千城台高校 開かれた学校づくり委員会だより 第８号 平成２３年９月２１日 

  第２回委員会より 
 片 齊 宜しくお願いいたします。                       鳥  原  秋  綿 片 山 
 山 藤  海    山  貫 岡 岸 

本年度委員より一言！ 
◇原 委員長 

昨年度に引き続き、委員等に任命いただきました。 
第１２期生でもあります。同委員会には先行設置時より参加 
させていただいておりますが、今年度も地域と高校をの交流 
の架け橋として、より一層邁進していきたいと思っています。 

◇鳥海 副委員長 

昨年度に引続き委員に委嘱され、副委員長を仰せつかりました。３月１１日に東日本大震災、原発事故と未曾

有の災害が発生しました。安全、安心を守るためには、日頃から地域・学校・家庭相互の情報交換、連携が必要

と考えています。微力ですが推進に努めますので宜しくお願いいたします。 
◇秋山 委員 

生徒・保護者、先生、ＯＢ、同窓生、地域の方々の声や期待を学校経営に生かす仕組みづくりの対応、学校の

イメージアップ。例えば①同窓会の確立（有名人がでるといいですね）②イベント（地元と一体の楽しい活動）

③学校の特色あるシステム（カリキュラム制、特殊な授業）④学校同士の競争（学業や部活成績のアップ）⑤大

学との連携（東京情報大学との協力）⑥部活動等の一芸主義（ロッククライミング部の活躍）等々、発想や活動

そのものが面白く、楽しくなる、「住みやすい若葉区」と「さすが名門、千城台高校！」をアピールする、実働の

ある活動を行いたいです。 
◇今井 委員 

「開かれた学校づくり委員会」も地域に信頼される県立高校を支援することを役割としてミニ集会・学校評価・

授業参観・地域行事への参加など、着実に実績を上げております。千城台高校のあるべき立場と生徒の基本的な

生活の充実、魅力ある学校づくりを継続していくことで、地域に受け入れられ、信頼される千城台高校になると

確信しております。皆様の御協力をお願いいたします。 
◇片岡 委員 

千城台に住んで４０年近くになる。入居当時は、交通の便も悪く陸の孤島と呼ばれ、風が吹くと空が茶色にな

るほど畑の砂が飛びＴＶで放映されたこともあった。そんな町に千城台高校が設立された。小学校、中学校は千

城台地区に東西南北に配置されているが、高校は１つで場所もほぼ中央にあり、当時千城台には高校もあると胸

をはったことを思い出す。その後、モノレールも開通し、駅等で生徒を見ると 
「あ、この子はうちの高校の生徒だ」と親近感が湧いたものです。時々、校庭をのぞき 
野球、サッカー、テニス等の練習を見ていても同じ気持ちです。千城台高校も歴史を 
積み上げ地域に貢献されていますが、今後とも特徴ある教育、個性的な人材の育成を 
図り県外にも名前を知らしめて欲しい。スポーツ等で千城台高校生が町内を凱旋 
パレードすることを夢見ています。 

「開かれた学校づくり委員会」の活動が始まりました。 
                                     千城台高校 校長 片山 克 

 地域から信頼される学校づくりの支援を目的として、「開かれた学校づくり委員会」の活動が始まりました。

今年度も学校と地域の連携・協力について、様々な意見交換を行ってまいりたいと考えております。 

ＶＯＩ．８ 千城台高校 開かれた学校づくり委員会だより 
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○今年度の活動 

 

 

６月２５日（土）第１回委員会  

活動計画について 

８月 ４日（木）第２回委員会  

ミニ集会について 

１０月２２日（土） ミニ集会・第３回委員会 

１１月１９日（土） 授業参観 

２月中旬    第４回委員会 

  学校関係者評価について 

※年２回委員会だよりを発行します。 

千城台高校ミニ集会にふるって 
ご参加ください！！ 

千城台高校について、活発な意見交換をしたいと

思います。下記の日程でミニ集会を開催いたします

ので、ふるってご参加ください。 

開催日：１０月２２日（土） １４時００分～  

会場：千城台高校会議室（２階） 

   （参考）昨年度のミニ集会から 

     ○千城台高校生について 

     ○地域と学校の交流推進について 

※お申込・問合せ先  

千城台高校 教頭 山岸  

電話 ０４３－２３６－０１６１ 

◇木内 委員 

千城台高校が努力して進めている「地域に愛される学校づくり」運動を通し、生徒に教科書にない地域社会

との関わりを体験させることにより、今後社会に出て、自ら積極的に地域に関心を持ち、積極的に様々な活動

に参加できる若者の育成と地域の活性化を求めます。この活動が根付けば、将来的に家庭や地域の教育力が向

上し、住みやすい社会形成につながると考えます。具体的な活動として（すでに実施中の活動も多いようです

が）１ 高校の部活動やクラブと地域の交流 年長者である高校生が小中学生と親善試合や交流会を通し、技

術を教えたり、目標を与えたりする。最近は一人っ子の家庭も多いので、兄弟姉妹体験、話し相手になるだけ

でもよいのではないでしょうか。２ 地域社会のボランティア活動の参加 清掃活動、緑化活動（花いっぱい

運動）に参加、パトロールに同行、高齢者との交流会に参加、募金活動その他 ４ 近年グローバル化 
が進んでいるのは異文化との交流活動 
◇齊藤 委員 

千城台高校は穏やかな学校で、地域の方々や先生方に生徒を温かく見守って頂き、多くの子どもたちが巣立

っていきました。これから先も、素直な良い子どもたちが育つ千城台高校でありますようにお願いいたします。

◇勝谷 委員 

千城台高校の校訓は「自律」「調和」「貢献」とあります。これは学校や先生が生徒に与えるものではなく、

生徒自らが実践学習の中から学び取ることだと考えます。我々の時代は「質実剛健」という言葉が多かったよ

うに思います。時代と環境が違いますが、自律・調和・貢献と質実剛健は同じ意味合いだと考えます。千城台

高校を支える生徒を含め、一人一人が実現に努力することが、千城台高校の伝統を作り発展させることだと考

えます。地道な学習と継続する力で、地域の皆様に愛される一寸よい高校になれると確信します。 
◇綿貫 委員 

こんな生徒が、千城台高校から巣立ってくれると嬉しいですね。１ 何事にも真摯に取り組む生徒 ２ 他

人への思いやりのある生徒 ３ 国際社会に通用する生徒 また、特色ある学校づくりを進め、他校にない素

晴らしい教育活動が生き生きと展開されるといいですね。より高い理想に向かって頑張って欲しいと思います。

ＶＯＩ．８ 千城台高校 開かれた学校づくり委員会だより 


